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守

判
決
《
判
例
時
報
一
一
戸
一
二
九
号
三
六
ペ
ー
ジ
、
具
体
的
な
判
示
鶴
分
は
五
九
ペ
ー
ジ
)
を
引

用
し
、
憲
法
前
文
、
九
条
、
一
四
条
、
一
七
条
、
二
九
条
三
項
、
四

O
条
、
九
八
条
ニ
項
を

総
合
す
れ
ば
、
憲
法
解
釈
上
、
個
々
の
国
会
議
員
に
対
し
、
侵
略
験
争
・
植
民
地
支
配
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
個
人
へ
の
載
後
補
償
を
行
う
立
法
を
す
べ
き
議
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ

き
で
あ
る
と
し
て
、
「
作
為
義
務
が
憲
法
上
明
文
を
も
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
か
.
又
は
憲
法

解
釈
上
そ
の
議
務
の
存
在
.
が
明
白
な
場
合
」
に
は
、
判
例
も
立
法
不
作
為
に
よ
る
国
家
賠
償

責
任
の
発
生
を
認
め
て
い
る
と
し
て
、
東
京
地
裁
一
九
八
九
年
(
平
成
元
年
》
四
月
一
八
日

原
告
ら
は
、
個
々
の
国
会
議
員
も
公
務
員
で
あ
る
以
上
、
各
人
に
課
せ
ら
れ
た
憲
法
上

の
立
浪
畿
務
に
違
背
ず
る
立
法
不
作
為
は
、
国
家
賠
償
法
上
の
違
法
行
為
と
評
価
さ
れ
る
べ

被
告
は
、
本
単
備
書
面
に
お
い
て
、
原
告
ら
が
、
平
成
田
年
初
.
第
二

O
七
五
号
事
件
及
び
平

成
五
年
紡
第
二
二
二
五
号
事
件
の
各
訴
状
記
載
の
請
求
原
因
第
二
の
五
で
主
強
す
る
立
桧
の
不

作
為
に
よ
る
国
家
賠
償
請
求
に
混
血
が
な
い
こ
と
を
以
下
の
と
お
り
明
ら
か
に
す
る
。
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-圃圃.
-・圃圃・・

の 規評 る と 当 項巻が と
調範価 関 そ を.た の 七 あ 国は
整がす 係 -、、 る 要号 る 会 明、. -:.・

• あ ぺ で で つ 公件一
... 

議 白、.
議 る き π，ー・ - 、

も 窃で五 と 員 で
歩わ関 為-こ の 員 あ -は のーあい
が け題 規 の で が る -・同4・ 、立 る--
さ でで 範 点 あ 個 ー・可 ペ最法-旨.
れ は あ る 別途 高 行 - 主、

な る 進 つ 旨 の 法 ~ 裁-為-張
最 と 反 い 判-国 性 〉 判 ハ す -
終

、 -し て 示民」 で-所-立-る、'
的 法ろ 、.検 し の 認昭法

。
律

、
法 討 て 対意 め 和 不

多 は 国 的 す い し 義 ら 六 作
数 、.会 保 る る て れ O 為
決 多識 麓 。負つ て年 を
原 種員

、 担.き ー含
理.多が 健 右 す -、

る 一.む
で様 立 す る と 月

、J
ー・3 ー園、

形 の法る 逮- 職国 --・a・、. -
成事j を 示j 法 務又 ろ 一つ
さ 害符 益 性 上 は で .5.. い.• 
れ 関 う を L- の 公 あ 第て
る 係 侵 は 法共 る 干.も

も がつ-害・
、

的 国 が 小 . 国 .
の 対 い し 公 義体 、法家

で 立 て.た 務 務 の 同廷賠- .. 

あ す? は か 員 に 公判句判-償-
る る 函 ど が 遠権決決法。

中一 う.国 背 カ は.-，ー、-
ま か的 か 民 L- の 、民条
た ら な… ・に . .1こ す行 同集...の.. : 

、 各行 よ 対 る 使条三適
立種為 り す .... 

一 九 周、ー

。A
M
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定特 的 是 償 す 年 通.わ て 法
し 定 認 法-る し 度 じ れ も 行
て 個 政 し 上 法 た -・圃・ て ば 、為-
具人治 て の 的 が七政 よ 何 の
体 的 ぃ-貨 作 つ 七治 い ら 規
的対 な る 任 為 て ヘ-的 の-異範
立 す も と を 義

、
貧 で と た

法 る の ‘ー- 問 務立 s' 任 あ す る、ー
行損 で ろ わ が法以-・が つ ぺ ぺ
為害 あ で れ 生 不下 間 て き き
の 賠 る あ る じ 作 重参 わ 、 で 窓
適償 と る ‘・・ る 為 照 れ 院 は-法-、ー
否貴 し

。
と

、， 、回，
る 外 な 自、ー

を 任 た 前 は と つ
。

だ.で い 体
法 の 上 記 な は し、 け 貧 し の
的 有

、
最 い な て で任 、解

無 ー園、 高 の 国 あ を 国 釈
評 と そ 裁 で 、会 る 問 会
価 い の 判-あ 国議 ，園、 わ 議つ
す つ 性 決 つ 会員 最 れ員 い
る 観 質 は て 議 高 る は て
と点上

、 、
員 は 裁 ‘' 、国・、.

い か
法的 国

、~

は
、

判 と 自 会、ー
う ら 会 の 右、 原則 所 も 由 議-、

規 議 ... 判 な な 員、ー '-

と あ 制 員 と 義 と 例-ぃ 立 関
は る の-の }ま 務 し 解 。翁
、

ぺ 対.立 前 違 て 続 国-で怠
-原 き 象 法 記 反 個 民会 討 見
則 立 行最 々 事識論 の
的法 な 為 高 つ の 篇員 、相
に、行 じ は 裁 き 国 昭 は 表 逮
は 為 ま 、

判 国 民 和.選 決 カf
fF を ず 本 決 家 六挙 あ.

さ 捨
、

質 も 賠対 。を 加 。

。u



の ~ 最 裁 受例 か会 権 と れ
判 -ー 参 高 昭 げ 外 わ 議利 し な‘ー
断 の 照 裁 和 な 的 ら 員 iζ て し、 、M・・

は よ
、J

平 ，畠、. い な ず の 対
、

も、
う

。
成-ニ も 場 国立 応 国 の

国 二年 の 合会法 し 民 と…
会

、
年 六 と で が行 た 会 、、

の 国 -月 い な あ-為関 体 わ-圃圃・・

裁会 月 -・圃凶・
わ い え は 係 ざ-

量 が ，畠、ー .，a¥ - な 限 て
、

で 対 る
事 い 日 B け り 当 立 の す を.
項 つ 第第 れ 、 該法 法 る 得、 -・・・. 一 ば 国立 の 的 関 な-・・圃.

-ーー・ -
属 い な 家法 内 議-係 い
すか 法 法 ら 賠 を 掴骨旬 務 で

。

る な . . 廷 廷 な償行が を 政 〆園、
の る 判 判 い 法 つ 憲-負 治 中
で 立 決 決 。-・ と 法 つ 的 略
あ 法 • • 」条 い の も 貨

、._，

つ を 訟 判 と -つ -の 任 国
てす 務 例 判項 ご義 で を 会、

ぺ 月 時示 の と.的 は/負 議
仮 き 報.報 し 規 き な な つ 員

か - て 定 、文 いに は--
国

、
，4Fa、.. -い の 容雷

と等 、
-・・国.

会 あ 巻 .ノ&、ー る 適 易 い立
織 る -・・・圃.

司園田.
と 周 違 う法-圃.

員 い -・・圃.
号 -上想反 ぺ り-ー 、，

の 4ま 号 -・園田. ろ 、定 し き
、

関
立立 . .・・圃. 。で 逮 し て で 個 し-圃圃・ー

法 法 -。あ 法難 い あ iU て-
不 し 四 ぺ る の し、 る ヲ の は
作 tJ: -・・凶・

l ハ 評 よ て 国
、

-・圃・・・・

為 い ヘ- ~ 最価 つ も
、

民 原
カf か 、

高 を な か 国 の 員U、
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守

四 .:・-圃.ー
1 て あ し 憲 れ あ 判 国

条 お 以 る-て 法 と る 決 家-原 く 下
。 、解 対 -。

が 賠-・・・・圃. 、ー
項 aEh Z -、 .. 

‘' 釈 す ろ 指 償、. 、ー
の ら と 念 の 上 る カ4 鏑 法
諸 は の ‘司- も 戦

、
す 上、ー

規
、

す た と -後 原 る 違、ー
定 憲 る め は の 補告 よ 法
を 法

。 、 、
よ 償.ら つ で

総 前- 原 原 つ は が あ

~ ‘ 文 告 告 な窓被 窓 る
す

、
ら ら.補 法 つ .法 と

れ-九 が の 償 の た の 評
ぱ 条 主 号i立 全 と -価、 、

張 ，用 法 く 主 議 さ.
憲 .園田・・ す 義 予 張 的 れ
法 四 る 係務 定 す な る
解 条 憲 る が し る 文 場
釈

、
法 東存 な 損 言 A 日

上 - の 京在 し、 害 が、
七 各- 地す と は 途 あ

個 条 規 裁 る ‘' 
、

反 る、，
々

、
定 判 と ろ ー- し と

の - 決 は で 種 て し-・・・・... 

国 九 つ も い あ の い て
会 条 い 是 え. り 事2 る -も
議

.•.....••• 
て 認 な 、争 場

、
-ー

員 項
、

し い 憲 損 A ロ そ、
更 て も 法書 れ

対 四 い の 上 で 限 は
し 。条 検 る で は あ ら 前、

対 と あ も つ れ.記

侵略
、

を -る と て る 最、ー
九 加 ろ

。
よ

、
の

高裁
戦 J¥ え. で そ り ‘・・ ーで、ー
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法 原 前 の 法 え. て 積 争 .，. 
を 告文 基 猪 述 さ な も し が • 
行 ら か 本 置 ぺ ら い

、
か 課櫨

つ が ら 原"義 る
。

憲 し
れさ. 馬地一ぺ 主具 理 窃 . よ 、

法 な
き 張体 の を つ 原 が が-て 文... 

す 的 宣 認に aZ2 zL 戦 ら い配、ー
と る な-示 め

、
ら 後

、
る-に

を 「立 で る そ 主 補 原 ‘ー よ、.
義 道法 あ -れ張 償 告 と り、-
務 義・捨 つ と ら の を ら は 被
付 的 置.て は 憲憲 す が 明書
け 国 義

、
で 法法 ぺ 挙 白 を

る . 家 務 具 き の の き げ で受
も た カ4 体 な 各前 義 る あ け
の る 生 性 し、 親文. 務 右 る た
で ぺ じ を

。
定及 .を 窓 旨 個

.な き る 欠 す の ぴ -・ 法主人
い 義 -ー し、 な 解各 義 の 張へ、ー
‘' 務 と.て わ 釈条 的 前 す の、'
と L... は い ち 上文 明 文.る 験
は が あ る

、 、を 確 及 。後
、

直 り も.第 験個 ぴ 補
被 接得 の -ー 後別 規-各 償
.a: 園 な で 舗 定 条 をCI 

の い
、 、償検 し 文 行.

平 - 対 の 裁 憲 討 て の う
成 し で 事j 法 関 し い 諸 立-
五 て あ 規前 す て る 規 法
年

、
.a. 範文 る み と 定 を

-・ 賠
。

性 は 法 て は を- す。償 な は
、

律 も 到 総 ペ.• . 
月.の お な.憲 の

、
底 -e 

畿き一立
、

く 法 立次 い し、
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二
日
付
げ
第
二
倫
中
備
書
面
《
以
下
「
被
告
第
二
準
備
書
面
」
と
い
う
。
〉
の
一
、

2
に
お

f雪

好

い
て
主
張
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
に
、
憲
法
九
条
は
、
国
の
磁
争
放
棄
、
軍
備
及
び
交
融
制
槍
の
否
認
を
規
定
し
て
い

る
と
は
い
え
、
同
条
の
理
念
で
あ
る
平
和
主
畿
及
び
国
際
協
調
主
義
か
ら
直
ち
に
、
固
に

対
し
て
載
争
被
害
者
に
対
す
る
補
償
を
す
べ
き
義
務
ま
で
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

第
三
に
、
憲
法
一
四
条
は
、
国
政
の
高
度
の
指
導
原
理
と
し
て
、
法
の
下
の
平
等
原
則

を
宣
霊
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
裁
判
規
範
と
し
て
の
効
力
は
、
同
条
に
違
反
す
る
法
令
、

処
分
等
の
効
力
を
無
効
ハ
違
法
》
と
す
る
に
す
ぎ
ず
、
同
条
を
根
拠
に
実
体
法
上
の
請
求

.
績
が
発
生
し
た
り
、
立
法
措
置
義
務
が
生
じ
た
り
す
る
余
地
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
い
か
な
る
者
に
対
し
て
戦
争
被
害
に
対
す
る
補
償
を
す
べ
き
か
は
、
前
記
の
と

お
り
国
会
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
例
え
ば
戦
傷
病
者
載
没
者
遺
族

7 



ミペ、，，

の の ぎ 犠 を ー民 空 人 等
第 判 判 な 位 お国条問寧破 援

.，. 

四 例 断 い な い 家 、人 の 災 護
の は も-い て g-被空者 法、
趣 国 の し 、 二 災 襲 に

窓 旨 会
、

戦前法 条 者 つ よ
法 1こ の す 争記一

、
遭 い り

-圃. 徴 裁 な 損最条一つ い て !日
七し 量 わ 書 高一五 い

、
は 軍

条 明 的 ち に判務項条て身何 人
は ら 権

、
対 の及何体ら 軍、

か 限 そ し 所遥 ぴ ら 障 繍 属
国.と の て 昭 用 -・・・圃. の.害償
家 、、 委 補 は 和上七立 を 措 つ
踏 つ ね 償 単六違条法受 置 い
償 柿ミ ら の 二法 措 げ を て
法 き れ た 政 年で違 置 た 講 は
の ーで る め 策 .ノ畠、ー あ 反 を -じ そ
制 あ も 的 月 る す 鶏 般 て の
定 る の は.見ニ と る じ 民 い 救-
を '- と適 地 .JL、. し と て 関.な 済
規 と.解 宜 か 日 て し い 人 い..措..
定 判-す の ら 第

、
て・な 載 -咽・ 置、ー

す 刀可 る 立 の ニ損
、

い 災 と-を
る し ぺ 法 配小書 国 の 者 iこ 鵠

て き 措-慮法賠 会 は が つ じ
す い ‘ーー 鼠 が廷償議

、 、
き な、.

ぎ る. と を 考 判 請 良憲 国
、

ヵー
ずと iま 続 え. 決求の 法

本日 …-ら、• • 、 -・・ 、
ず ら は を 立一対、.

賠 ろ 当 る れ
、

し 法 四 し 国 -
償 ーで 議 か-る た 不条

、
内 般-， 

を あ 判 否・3こ 戦事 作
、

---・ で 民
請 る 所 か す 争件為一 般米 間。
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d
行
い
い
¥

ペ最量 な に-対 な 規
、，

と 求、ー
高 わ 対 す-犠 定 第 と 解 す

:J 裁 ゆ ち じ る 栓 し 五 は さ る
〉判 だ

、
て 舗 と て-に な れた

が所 ね そ は 償 し、 も、 、
て め

、
昭 ら の 単 は つ る 憲 の お の

「 和 れ 補 憲 -が 法.で り 要、ー-四 て償 政 法 と 、"_ あ 件、. -
の 三-い の 策 の は 原 九 る 同 を

よ 年 る た 的 全 で 丘ロ= 条
。

条 法

、なう
.圃- の め 見 く き ら -・・4・ か 律
-・・・圃. で.に 地 予 な の 項 ら の

殺月 あ 適 か 想 い 主 は 直定

争 ニ り 宜 ら し も 張
、

ち め

損七
、

の の な の す 財
書 日 意 立 配 い で る 産 戦 ゆ

は 大 法 法 慮 と あ 損 権 後 だ
、法 -・・圃. 措 カ4 -る 害 補 ね- 、.
他廷 九 置 考 ろ

。
は つ 償 て

の 判 条 を ぇ-で ま
、 し、 い

種 決三 講 .ら あ た そ て つ.る

々 項 ず-れ り
、

も の い のr、
の 民 の る る

、
前 そ 特 て で

戦 集.適 か 験 記 も BU の あ
争ニ 用 否 す 争 の 財 な 立 勺

損こ の か ぎ 犠 と 産 犠 法 て
害巻 余 の な 栓 お 権 性 措

、

と -地 半日 い な り 置 プ
同

.圃圃.. 
が.断 の い

、
つ 対 義 ロ-

様号 な は で し 戦 い す- 務 グ
、 -・ー・ い-国 あ 戦 争 て る が フ-・圃・圃.

多 八 -会 る 争 彼 の 補 生 ム、ー
か O と の

。
損 害 特 償- じ 規

れ八 は 裁 す 害 jJlj を る 定
、

n
M
M
 



令.

少
な
か
れ
、
国
民
の
ひ
と
し
く
堪
え
忍
ば
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
や
む
を
得
な
い
・
犠
牲
な
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
補
償
の
ご
と
き
は
、
さ
き
に
説
示
し
た
よ
う
に
、
憲
法
ニ
九
条
三
項
の

全
く
予
想
し
な
い
と
こ
ろ
で
、
同
条
項
の
適
用
の
余
地
の
な
い
問
題
と
い
わ
な
泊
り
れ
ば
な

ら
な
い
。
」
と
判
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
六
に
、
憲
法
四

O
条
は
、
刑
事
補
償
請
求
権
を
規
定
ず
る
が
、

そ
の
法
条
か
ら
明
ら

か
な
よ
う
に
、
刑
事
手
続
に
の
っ
と
っ
て
無
罪
の
裁
判
を
受
け
た
場
合
を
前
提
に
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
原
告
ら
主
張
の
よ
う
な
強
制
連
行
・
事
実
上
の
監
禁
状
態
下
で
の
強
制
労

働
を
強
い
・
ら
れ
た
人
々
に
対
し
て
補
償
す
べ
き
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

第
七
に
、
憲
法
九
八
条
ニ
項
は
、

「
確
立
さ
れ
た
国
際
法
規
は
、
こ
れ
を
結
実
に
道
守

三

す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
」
と
規
定
す
る
と
こ
ろ
、
こ
の
「
確
立
さ
れ
た
国
際
法
規
」
と

は
、
国
際
社
会
で
一
般
に
家
認
さ
れ
、
実
施
さ
れ
て
い
る
国
際
償
習
法
を
い
う
と
解
さ
れ

1 0 
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な か あ 績 るな 国 tl. み ら て
場否 り 償 の い が ま 、、 共.い
合 か 得 で¥し 存 た

、... 
よ 著 る、ー

は な 関 あ 事 在
、

と.つ • と
お 各 い す つ 情 し 外 は て 注 -、ー
い 国 こ-る て て 国 明

、
釈 ろ

て の と 立
、

即 、、 に ら 験 日 ，、、
自 で 注 そ し る.お ぉ、 後本 清

戦主 あ 措 れ て と い で 補 国 宮
後 的 る 置 ら 戦 し て あ 償 窓 四
補 な 。が と 争 て載 る を 法郎
償 判 す 議 iま 被 も 争

。
す 下 • 

を 断 な-じ 事 書
、

被 る 巻 憲
す わ b 実 そ 害. -一法、ー
る ゆち れ 関 対 れ と 四

‘' だ
、

る 係 す は 対 が 九ハ、ー
と -ね ‘ー ，、J・ も る そ す

、
四新、ー

が ら の き 事 祷 の る 国 ぺ 阪、
れ よ 義 情 償 国 祷 際

、J
国て つ 務 も 償 償 :J 四
際 い な が 異 関 お 習

、J
四

慣 る 補一 な す け 関 法
、 -回・・・

-・・・M・

習 も 償律 る る る す と 原
、

法 の 他 立 個 る し iS- 四
と で つ 存 の 法 々 立 て ら 四
し あ い 在 国 措 の 法 被 主 四
て つ て すに 置 具 措 立 張 へA 

確 て の る お カ宅 体 霞 し の
立

、
立 と い 講 的 を て -・・4・ :J -・・圃.

し 本法 い て じ な 講 い
、 、

て 件 を う
、

ら 事 じ る 三極
い の す -同 れ . 実 て と の ロ、.
.'5 よ ぺ と 様 て 関.い い 例 溺
も つ き は の し、 係 る え の -・・圃.

噌ム唱
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. .・.の
で
は
な
く
、
我
が
固
に
お
い
て
戦
後
補
償
に
つ
い
て
の
立
法
措
置
議
務
が
生
ず
る
.
余
地

は
な
い
も
・
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

3 

以
上
述
べ
て
き
た
と
お
り
、
本
件
は
、
戦
後
補
償
の
立
法
措
置
義
替
が
憲
法
の
一
一
義

的
な
文
書
上
認
め
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
会
が
あ
え
て
そ
の
立
法
措
置
を
せ
ず
に

放
置
し
て
き
た
と
い
う
よ
う
な
例
外
的
な
場
合
に
当
た
ら
な
い
こ
と
が
明
白
で
あ
っ
て
、

原
告
ら
の
主
強
は
失
当
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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